嵩山少林寺景区日语导游词
ハナム省登封市にある嵩山は世界的に有名な中華五岳(山東の泰山、陝西の華山、山西の恒山、湖南の衡山)の一つで、中岳と呼ばれています。嵩山景勝地は36つの峰があり、60キロも続いています。主に太室山と少室山の二つの山から構成されています。最高の山の海抜は1494メートルです。
嵩山風景区の人は文景観客が多く、計10寺、5廟、5宮、2観、4庵、4洞、3壇と宝塔270席余りで、歴史上の仏、儒、道の3教が集まっているところです。有名な少林寺は嵩山の懐に深く秘められています。これらの豊富な人文景観と珍しい地質遺跡が互いに照り映えて、嵩山地質公園の立体的、多段階的、多機能な魅力的な景観を構成しています。
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嵩山世界地質公園はハナム省登封市にあり、総面積は450平方キロメートルで、主な地質遺跡タイプは地質(構造を含む)の構成部分であり、主な地質風景は独特な風化腐食後の構造及び石灰岩カルストの景観を含む。
嵩山は大地の構造の上で華北の古陸南の縁にあります。公園の範囲内で、35億年以来の古代、元古代、生代と新生代の5つの地質の歴史時期の地層が連続的に完全に現れています。地層の序列がはっきりしていて、構造形跡が典型的で、地質界に「五代同堂」と呼ばれています。完備した地球歴史石書です。
嵩山の主峰地区の玉寨山、峻極峰、瓦指嶺、尖山などは石英岩で構成されています。構造運動によって、諸峰が土に向かって突起し、壁千仞を立てて、険しくて清くて、奇峰異谷が全区に分布し、独特な地形と地形を形成しています。
公園区内には漢、回、普米、白、イ、苗、ウイグル、モンゴルの8民族が住んでいて、多民族の大家族を形成しています。各少数民族の祝日の日に、地方政府と漢族の同胞との共同の祝賀、その民族の習わし、民俗、民族の風などの民族文化を十分に展示して、少数民族の習俗の楽しみを享受します。
景勝地の中には多くの名所や歴史的文物があります。国内外でも有名な少林寺では、少林寺の僧侶が気功と少林寺の功夫(武術)を修練しています。少林寺のほかに、中岳廟のような他にも多くのお寺があります。
嵩山にはまだ大量の碑文石刻があります。全部で2万余りの所があります。著名な書家の顔真卿、蘇東坡、黄庭堅と米芾などがあります。
世界的に有名な少林寺は河南省の鄭州の南西から100キロのところにある嵩山の西麓にあります。中国の重要な仏教の聖地だけではなく、古代中国功夫の訓練センターでもあります。
少林寺は北魏太と十九年(495)に創建され、北魏孝文帝の元洪が安顿インド高僧の跋陀落跡のために布教したものです。537年、菩提だるまというインドの僧侶がここに来ました。彼は跋陀が開いた基礎の上に簡単な徒手格闘のルールを作りました。「形異拳」とも言われています。少林車の後、五乳峰の石洞の中で一日に九年も顔を見せたことがあります。
これは少林カンフーの一番早い由来です。7世紀の初め、13の少林和尚の小部隊が当時の隋の軍隊を打ち破り、獄中から後の唐の皇帝李世民を救ったことで有名になりました。李が即位した後、少林寺に対して大々的に褒賞を行い、田畑を千頃賜りました。少林寺は以来天下に名をとどろかせ、「天下第一位の札所」と称され、全国の功夫大師訓練センターとなり、最盛期には、ここに3万余の僧兵が駐屯していた。
少林寺は反骨者や行為の中心地であったため、三回にわたって大火で焼かれたことがあります。その中で一番ひどいのは1938年で、一度の大火で40日以上燃えました。お寺の中のほとんどの経典文献と記録文字を焼き尽くしました。
今の少林寺の境内には約4047ヘクタールの殿堂が林立しています。一番面白い歴史文化財は東庁の壁画で、工夫を凝らした僧の群れが描かれています。
少林寺の山門の前に来て、少林寺の額が山門の額に掲げられているのを見ました。これは清朝康熙帝の御書です。
また、少林寺の西山のふもとにある「タリン」は唐以来の少林寺の歴代主宰僧の葬地であり、約250席余りの中国で最も人口の多いタリンの群である。
